
令和６年能登半島地震に係る本区の対応状況等について 

  
１月２日 午前 ： 防災協定締結先の自治体の確認 

 〇 防災協定締結先の自治体「福井市・新潟市、鶴岡市、小布施町、新発田市」に連絡し、「支援不
要」の回答を得た。 

〇 石川県内には、区と関係のある自治体がないことを確認した。 
 

１月４日に、区長を検討会長とする「能登半島地震被災者支援検討会」を立上げ、区の対応策（人的支

援、物的支援、被災者の住まいの支援）を協議・決定することとした。 

 

（第１回検討会） ： ４日 １１時４５分～１２時 

〇 区⺠等からの災害義援金の受付を開始した。⇒  ２２日現在 １，１６２，６２８円 
〇 職員からの義援金の募集を開始した。⇒  ２２日現在 １，９０６，１００円（部課長会分５０万円を含む。） 
 

（第２回検討会） ： ５日 １６時～１７時 

〇 コミュニテイ住宅等を活用し、被災者を受入れることを決定した。 
  〇 石川県から要請があった際の墨田区からの支援物資を決定した。 

（１，５００万円相当：アルファ米、毛布・ブルーシート、携帯トイレ等） 
  〇 ⼈的支援については、特別区⻑会等から指⽰があった際、即座に対応できるよう指⽰した。 

 

（第３回検討会） ： ９日 ９時～９時４０分 

〇 コミュニテイ住宅等の受入れについて、区 HP に掲載した。 
⇒  申請及び入居開始を「２２日～」として HP 更新済み 

 〇 部課⻑会からの義援金は５０万円とした。 
〇 支援物資について、「石川県危機対策課」に連絡（電子申請）した。 
〇 支援物資に、パルスオキシメーター１，０００個を追加した。 
 

（第４回検討会） ： １２日 １３時４０分～１４時１０分 

 〇 石川県輪島市から支援物資の要請があったため、一般社団法⼈東京都トラック協会墨田支部の
協⼒を得て防災課⻑以下４⼈の職員が物資搬送することを決定した。 

  （６５０万円相当：アルファ米、飲料水、パルスオキシメーター、マスク、食器、エアマット等） 
  ⇒  １５～１７日 輪島市に搬送済み 

  
（第５回検討会） ： １８日 

 〇 ３月９⽇〜１４⽇まで金沢市に、保健師５名、事務担当１名を派遣する。 
（特別区⻑会による割当て） 

 〇 税務課は国税庁からの通知を受け、被災地に居住している区⺠税課税者について、督促状の発
送保留などを行う。その他の保険料や手数料などの各債権についても、根拠法令や関係省庁から
の通知の内容に応じた適切な対応をとるとともに、墨田区債権の管理に関する条例においても被
災者に対する履行延期の特約等が規定されていることから、規定を踏まえた丁寧な対応を取るこ
ととする。 


